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(57)【要約】
【課題】液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面に
検出電極または検出電極と走査電極を形成する方式によ
り、タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルを、高
い歩留りで製造でき、外光の配線での反射による視認性
低下を防止でき、耐衝撃性に優れた座標検出手段を備え
た静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネ
ルを提供すること。
【解決手段】液晶表示パネル１０のカラーフィルタ基板
１２の裏面に、座標検出手段である接着層３５と金属層
からなる検出電極２８が備えられ、その上に、カバーガ
ラス３１が粘着層３０を介して接着され、検出電極はそ
の表面を黒色反射抑止層３４によって被覆され、その上
に、黒色反射抑止層が形成された検出電極を保護する電
極保護層２９が形成されており、電極保護層は４Ｈ以上
の鉛筆硬度を有することを特徴とする静電容量式タッチ
パネル一体型液晶表示パネル１００。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルであって、
　液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面側に、座標検出手段として使用される検出
電極もしくは検出電極および走査電極が備えられており、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極の上には、カバーガラスが接着層を介して接
着されており、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極は、黒色反射抑止層によって被覆されており
、
　黒色反射抑止層によって被覆された検出電極が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に
は、黒色反射抑止層が形成された検出電極を保護するための電極保護層が形成されており
、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極は、インジウムを含む接着層と、銅層または
銅合金層からなる金属層と、をこの順に積層した層からなり、
　電極保護層は４Ｈ以上の鉛筆硬度を有することを特徴とする静電容量式タッチパネル一
体型液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記黒色反射抑止層は、少なくとも黒色顔料と重合性多官能モノマーとバインダー樹脂
と光重合開始剤と溶剤を含有する黒色樹脂組成物からなり、
　前記電極保護層は、少なくとも光重合開始剤と重合性多官能モノマーとシランカップリ
ング剤とを含有する透明樹脂組成物からなることを特徴とする請求項１に記載の静電容量
式タッチパネル一体型液晶表示パネル。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルに使用される
カラーフィルタ基板であって、
　カラーフィルタ基板の裏面側に、座標検出手段として使用される検出電極が備えられて
おり、
　検出電極は、その表面を黒色反射抑止層によって被覆されており、
　黒色反射抑止層によって被覆された検出電極が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に
は、黒色反射抑止層が形成された検出電極を保護するための電極保護層が形成されており
、
　電極保護層は４Ｈ以上の鉛筆硬度を有することを特徴とするカラーフィルタ基板。
【請求項４】
　前記検出電極が、前記カラーフィルタ基板の裏面からインジウムを含む接着層と、銅層
または銅合金層からなる金属層と、をこの順に積層してなることを特徴とする請求項３に
記載のカラーフィルタ基板。
【請求項５】
　前記黒色反射抑止層は少なくとも黒色顔料と重合性多官能モノマーとバインダー樹脂と
光重合開始剤と溶剤とを含有する黒色樹脂組成物からなり、前記電極保護層は、少なくと
も光重合開始剤と重合性多官能モノマーとシランカップリング剤とを含有する透明樹脂組
成物からなることを特徴とする請求項４に記載のカラーフィルタ基板。
【請求項６】
　請求項１または２に記載の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法で
あって、
　液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面を薄くするスリミング工程と、
　カラーフィルタ基板の裏面に、孤立した透明電極をマトリクス状に形成する工程と、
　マトリクス状に配列した孤立した透明電極について、隣接する透明電極は互いに直交す
る方向に金属配線で接続するために、透明電極間を接続する最初に形成した金属配線が次
に形成する金属配線と交差する部位には絶縁膜を形成してから、次に形成する金属配線を
形成する金属配線形成工程と、
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　金属配線の反射率を低減するために、金属銅線を被覆するように黒色反射抑止層を形成
する工程と、
　黒色反射抑止層が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に電極保護層を形成する工程と
、
を備えており、
　金属配線を形成する工程は、接着層と金属配線となる層を形成した後、それらの層をパ
ターニングする工程であることを特徴とする静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネ
ルの製造方法。
【請求項７】
　前記黒色反射抑止層を形成する工程が、前記金属配線上のみに黒色反射抑止層が形成さ
れるように、フォトリソグラフィー法を用いた工程または黒色樹脂組成物塗布後にアルカ
リ現像液を用いて黒色樹脂組成のみ選択的に除去する工程であり、
　前記電極保護層を形成する工程が、スクリーン印刷によるパターン形成工程と、露光工
程とベーク工程のいずれか一方または両方からなる硬化工程であることを特徴とする請求
項６に記載の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法。
【請求項８】
　前記露光工程が、高圧水銀灯を用いた工程であることを特徴とする請求項７に記載の静
電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルとその製造方法およびその液
晶表示パネルに使用されるカラーフィルタ基板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機や、携帯情報端末などの電子機器の操作部には、座標検出手段として
タッチパネルが採用されている。タッチパネルの座標検出方式には、抵抗膜方式、静電容
量方式、超音波方式、光学方式等があり、これまでは、製造コストの点で比較的優れてい
た抵抗膜方式が主流であった。しかし、２枚の透明導電膜の間に空気層を設ける構造を有
する抵抗膜方式タッチパネルは、光学特性（透過率）が低く、耐久性や動作温度特性にお
いても充分とは言えないため、改良が求められてきた。
【０００３】
　一方、可動部分を有しない静電容量方式タッチパネルは、光学特性（透過率）が高く、
耐久性や動作温度特性においても抵抗膜方式より優れているため、特に車載用等の高信頼
性用途に向けて開発が進んでいる。静電容量式タッチパネルは、表面型（ｓｕｒｆａｃｅ
 ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ ｔｙｐｅ）と投影型（ｐｒｏｊｅｃｔｅｄ ｃａｐａｃｉｔｉｖ
ｅ ｔｙｐｅ）に大別でき、１０型（２５．４ｃｍサイズ）以上の大型品に表面型が、携
帯機器向けの６型以下の小型品に投影型が使われる場合が多い。電極板の構造が単純な表
面型は、大型化し易いが、２点以上の接触点を同時に検知することは困難である。一方、
電極板の構造が複雑な投影型は、大型化には不利であるが、２点以上の接触点を同時に検
知することが可能である。
【０００４】
　図３に示すように、座標検出手段である静電容量式タッチパネルセンサー２０－１は、
カバーガラス基板３１と液晶表示パネル１０－１等のフラットパネルディスプレイと間に
、粘着層３０Ａ、３０Ｂを介して形成されるのが一般的である。静電容量式タッチパネル
センサーには、フィルムタイプとガラスタイプがあり、フィルムタイプは軽量・割れにく
い、製造コストが安い、柔軟性があるので他の表示装置やカバーガラスと貼り合せる際に
、気泡を除去し易く貼り合せ易いというメリットがあるものの、フィルムの光透過率がガ
ラスに比べて低いことや、フィルム上に形成された配線パターンの位置精度がガラスに比
べて劣るので、配線を覆う額縁部が大きくなり、表示エリアが狭くなるという問題や表面
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の平滑性の差により、ガラスタイプより見栄えが悪いという問題がある。そのため、高精
細で低消費電力が要求されるスマートフォンやタブレットコンピュータ等の携帯端末等の
小型品では、ガラスタイプが多く使用されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　タッチパネルセンサーは、液晶表示パネルや有機ＥＬパネル等の表示デバイスと組み合
わせて用いられる位置入力装置である。タッチパネルセンサーは、Ｘ方向に延びる複数の
検出電極及びＹ方向に延びる複数の検出電極を有し、指が接触または近接した検出電極の
静電容量変化を検出することによって、指の接触位置を検出し、その座標を特定する。
【０００６】
　具体的には、図３お呼び４に示した従来の静電容量式タッチパネルセンサーを備えた液
晶表示パネル１０１のタッチパネルセンサー２０－１の座標検出電極層２２－１としては
、複数の透明電極２３と、複数のジャンパ配線２４と、絶縁膜２５と、金属配線２６と、
絶縁保護膜（図示せず）を備えており、破損防止のために、カバーガラス３１および飛散
防止層３３と貼り合せることにより使用される。図４（ａ）には、複数の透明電極２３が
、同じ大きさの正方形の透明電極２３が４つの場合であって、Ｘ方向に正方形の対角線が
一致するように、等間隔に正方形の透明電極２３が配置されており、個々の透明電極２３
は金属配線２６によってＸ方向およびＹ方向に連接されている一方で、透明電極２３が形
成された平面上で、Ｙ方向に正方形の対角線が一致するように、等間隔に配置され、個々
の透明電極２３がジャンパ配線２４によって連接されている例を示している。図４（ｂ）
には、図４（ａ）が９０°回転した状態の例を示している。
【０００７】
　複数の透明電極２３は、座標を検出するためのものであり、電気伝導性と透明性とを有
する材料を用いて、液晶表示パネル１０－１の表示領域内の透明基板２１上に形成されて
いる（図３、４参照）。複数の透明電極２３は、Ｘ方向及びＹ方向に間欠的かつマトリク
ス状に配列され、Ｘ方向に延伸する複数の透明電極２３（Ｘ方向の検出電極）を連接する
金属配線２６と、Ｙ方向に延伸する複数の透明電極２３（Ｙ方向の検出電極）を連接する
ジャンパ配線２６と、が交差する部位に絶縁膜２５を形成し電気的に絶縁している。複数
の透明電極２３およびジャンパ配線２４は、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏ
ｘｉｄｅ）によって形成される。金属配線２６は、表示領域周辺に形成され、透明電極２
３に電気的に接続されている。金属配線２６は、Ｍｏ／Ａｌ／Ｍｏ（モリブデン／アルミ
ニウム／モリブデン）の積層体やＡｇ（銀）、Ａｇ合金等を用いることができる。絶縁保
護膜２７は、金属配線２６の引き出し配線に当たる部分を除き座標検出電極層２２のほぼ
全面に形成されている（図３、４参照）。そのため絶縁保護膜２７は、透明基板２１上に
形成された各構成要素を保護する保護膜として機能する。
【０００８】
　電子機器の更なる薄膜・軽量化のための技術として、タッチパネルセンサー２０－１と
液晶表示パネル１０－１を組合せる方式が提案されている（特許文献２、３、４参照）。
その中でも液晶表示パネル１０－１のカラーフィルタ基板１２－１の裏面に検出電極もし
くは検出電極及び走査電極を形成する方式においては、フッ酸を用いて液晶パネルの薄膜
化を行う、所謂スリミング実施後に電極を形成する必要がある。そのため、電極形成時に
は液晶表示パネル内の液晶や配向膜に影響を与えるような高温加熱処理を実施することが
できない。また、電極材料としてＩＴＯ（酸化インジウム錫）のような酸化物半導体を用
いた場合には十分なアニールができないために抵抗値を下げることができず、ディスプレ
イの大型化に対応できない。一方、電極材料として銅のような金属配線を用いた場合、外
光により配線の反射が大きく発生し、視認性を低下してしまう問題があった。また、金属
配線自身が十分な硬度を持たないために、輸送時の衝撃や次工程での配線の剥がれが発生
することにより歩留りが低下する懸念があった。以上の様なことから、タッチパネルセン
サー機能付きの液晶表示パネルを、液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面に検出電
極、もしくはＸ方向とＹ方向の検出電極である、検出電極及び走査電極を形成する方式で
製造することは困難であった。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第４４９４４４６号公報
【特許文献２】特表２００９-５４０３７４号公報
【特許文献３】特許第５３０６０５９号公報
【特許文献４】特開２００８-９７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、液晶表示パネルのカラーフィルタ基
板の裏面に検出電極もしくは検出電極及び走査電極を形成する方式により、大画面の静電
容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルを、高い歩留りで製造可能とし、且つ
外光の配線での反射による視認性低下を防止し、耐衝撃性に優れた静電容量式タッチパネ
ル一体型液晶表示パネルを提供すること、および静電容量式タッチパネル一体型液晶表示
パネルを提供可能とするカラーフィルタ基板を提供すること、を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するための手段として、請求項１に記載の発明は、静電容量式タッチ
パネル一体型液晶表示パネルであって、
　液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面側に、座標検出手段として使用される検出
電極もしくは検出電極および走査電極が備えられており、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極の上には、カバーガラスが接着層を介して接
着されており、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極は、黒色反射抑止層によって被覆されており
、
　黒色反射抑止層によって被覆された検出電極が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に
は、黒色反射抑止層が形成された検出電極を保護するための電極保護層が形成されており
、
　検出電極もしくは検出電極および走査電極は、インジウムを含む接着層と、銅層または
銅合金層からなる金属層と、をこの順に積層した層からなり、
　電極保護層は４Ｈ以上の鉛筆硬度を有することを特徴とする静電容量式タッチパネル一
体型液晶表示パネルである。
【００１２】
　また、請求項２に記載の発明は、前記黒色反射抑止層は、少なくとも黒色顔料と重合性
多官能モノマーとバインダー樹脂と光重合開始剤と溶剤を含有する黒色樹脂組成物からな
り、
　前記電極保護層は、少なくとも光重合開始剤と重合性多官能モノマーとシランカップリ
ング剤とを含有する透明樹脂組成物からなることを特徴とする請求項１に記載の静電容量
式タッチパネル一体型液晶表示パネルである。
【００１３】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の静電容量式タッチパネル一
体型液晶表示パネルに使用されるカラーフィルタ基板であって、
　カラーフィルタ基板の裏面側に、座標検出手段として使用される検出電極が備えられて
おり、
　検出電極は、その表面を黒色反射抑止層によって被覆されており、
　黒色反射抑止層によって被覆された検出電極が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に
は、黒色反射抑止層が形成された検出電極を保護するための電極保護層が形成されており
、
　電極保護層は４Ｈ以上の鉛筆硬度を有することを特徴とするカラーフィルタ基板である
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。
【００１４】
　また、請求項４に記載の発明は、前記検出電極が、前記カラーフィルタ基板の裏面から
インジウムを含む接着層と、銅層または銅合金層からなる金属層と、をこの順に積層して
なることを特徴とする請求項３に記載のカラーフィルタ基板である。
【００１５】
　また、請求項５に記載の発明は、前記黒色反射抑止層は少なくとも黒色顔料と重合性多
官能モノマーとバインダー樹脂と光重合開始剤と溶剤とを含有する黒色樹脂組成物からな
り、前記電極保護層は、少なくとも光重合開始剤と重合性多官能モノマーとシランカップ
リング剤とを含有する透明樹脂組成物からなることを特徴とする請求項４に記載のカラー
フィルタ基板である。
【００１６】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項１または２に記載の静電容量式タッチパネル一
体型液晶表示パネルの製造方法であって、
　液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面を薄くするスリミング工程と、
　カラーフィルタ基板の裏面に、孤立した透明電極をマトリクス状に形成する工程と、
　マトリクス状に配列した孤立した透明電極について、隣接する透明電極は互いに直交す
る方向に金属配線で接続するために、透明電極間を接続する最初に形成した金属配線が次
に形成する金属配線と交差する部位には絶縁膜を形成してから、次に形成する金属配線を
形成する金属配線形成工程と、
　金属配線の反射率を低減するために、金属銅線を被覆するように黒色反射抑止層を形成
する工程と、
　黒色反射抑止層が形成されたカラーフィルタ基板の裏面に電極保護層を形成する工程と
、
を備えており、
　金属配線を形成する工程は、接着層と金属配線となる層を形成した後、それらの層をパ
ターニングする工程であることを特徴とする静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネ
ルの製造方法である。
【００１７】
　また、請求項７に記載の発明は、前記黒色反射抑止層を形成する工程が、前記金属配線
上のみに黒色反射抑止層が形成されるように、フォトリソグラフィー法を用いた工程また
は黒色樹脂組成物塗布後にアルカリ現像液を用いて黒色樹脂組成のみ選択的に除去する工
程であり、
　前記電極保護層を形成する工程が、スクリーン印刷によるパターン形成工程と、露光工
程とベーク工程のいずれか一方または両方からなる硬化工程であることを特徴とする請求
項６に記載の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法である。
【００１８】
　また、請求項８に記載の発明は、前記露光工程が、高圧水銀灯を用いた工程であること
を特徴とする請求項７に記載の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法
である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルの製造方法によれば、液晶表示
パネルを構成するカラーフィルタ基板の裏面に形成された黒色反射抑止層に被覆された検
出電極もしくは検出電極及び走査電極が形成され、更にその検出電極を含むカラーフィル
タ基板の裏面に電極保護層が形成されていることによって、大画面の静電容量式タッチパ
ネル一体型液晶表示パネルを、高い歩留りで製造可能である。
【００２０】
　また、本発明の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルによれば、液晶表示パネ
ルを構成するカラーフィルタ基板の裏面に検出電極もしくは検出電極及び走査電極を、透
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明基板上に独立して形成した透明電極間を、黒色反射抑止層で被覆した金属配線で連接す
ることにより形成した検出電極を備え、更にその検出電極を含むカラーフィルタ基板の裏
面を電極保護層で被覆ため、外光の配線での反射による視認性低下を防止し、且つ耐衝撃
性に優れた静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルを提供することが可能
となる。
【００２１】
　また、本発明のカラーフィルタ基板によれば、本発明の静電容量式タッチパネル一体型
液晶表示パネルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルの構造を説明す
る構成断面略図。
【図２】本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルの座標検出電極
層の構造を説明する構成断面略図。
【図３】従来の静電容量式タッチパネルセンサー基板を使用したタッチパネルセンサーを
備えた液晶表示パネルの構造を説明する構成断面略図。
【図４】一般的なタッチパネルセンサーの電極構造を説明する構成平面略図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルとカラーフィルタ基板
について、図面を使用して説明する。
【００２４】
＜カラーフィルタ基板＞
　図１は本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル１００のカラー
フィルタ基板１２の裏面に、検出電極もしくは検出電極及び走査電極を形成することによ
って作製した静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル１００の断面構成の
一例を示すものである。本発明のカラーフィルタ基板１２は、透明基板１４Ｂ上にブラッ
クマトリックスおよび複数の着色画素並びにオーバーコート層を備えた着色画素層１７を
有する。複数の着色画素としては赤・緑・青（ＲＧＢ）や黄・マゼンダ・シアン(ＹＭＣ
）の組合せ、その混合系のほか、輝度調整のための透明画素を適用することができる。
【００２５】
（透明基板）
　本発明のカラーフィルタ基板１２に用いられる透明基板１４Ｂは可視光に対してある程
度の透過率を有するものが好ましく、より好ましくは８０％以上の透過率を有するものを
用いることができる。一般に液晶表示装置に用いられているものでよく、ＰＥＴなどのプ
ラスチック基板やガラス基板が挙げられるが、通常はガラス基板を用いるとよい。ブラッ
クマトリックスを用いる場合は、あらかじめ該透明基板上にクロム等の金属薄膜や遮光性
樹脂によるパターンを公知の方法で付けたものを用いればよいが、特に横電界方式の液晶
表示装置の場合には遮光性樹脂によるパターンが好ましく用いられる。
【００２６】
（着色画素層）
　透明基板１４Ｂ上への画素の作製方法は、公知のインクジェット法、印刷法、フォトリ
ソ法、エッチング法など何れの方法で作製しても構わない。しかし、高精細、分光特性の
制御性及び再現性等を考慮すれば、透明な樹脂中に顔料を、光開始剤、重合性モノマーと
共に適当な溶剤に分散させた着色組成物を透明基板１４Ｂ上に塗布製膜して着色層を形成
し、着色層をパターン露光、現像することで一色の画素を形成する工程を各色毎に繰り返
し行って着色画素層１７を作製するフォトリソ法が好ましい。
【００２７】
　本発明のカラーフィルタ基板１２が備える画素を構成する着色画素層１７は、着色組成
物を調製してフォトリソ法により形成する場合は例えば以下の方法に従う。着色剤となる
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顔料を透明な樹脂中に光開始剤、重合性モノマーと共に適当な溶剤に分散させる。分散さ
せる方法はミルベース、３本ロール、ジェットミル等様々な方法があり特に限定されるも
のではない。
【００２８】
（着色画素層に使用する着色組成物）
　本発明のカラーフィルタ基板１２の着色画素層１７を形成する着色組成物に用いること
のできる有機顔料の具体例を、カラーインデックス番号で示す。
【００２９】
　赤色画素を形成するための赤色着色組成物には、例えばＣ．Ｉ．  Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒ
ｅｄ  ７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１
：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１
７９、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２
１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２
４２、２４６、２５４、２５５、２６４、２６９、２７２、２７９等の赤色顔料を用いる
ことができる。赤色着色組成物には、黄色顔料、橙色顔料を併用することができる。
【００３０】
　黄色顔料としてはＣ．Ｉ．  Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ  １、２、３、４、５、６
、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、
３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６
０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５
、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１
１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１
２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４４、１４６、１４７、１４８、１
５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１
６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１
７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１
９４、１９９、２１３、２１４等が挙げられる。
【００３１】
　橙色顔料としてはＣ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｏｒａｎｇｅ ３６、４３、５１、５５、
５９、６１、７１、７３等が挙げられる。
【００３２】
　緑色画素を形成するための緑色着色組成物には、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ
 ７、３６、５８等の緑色顔料を用いることができる。緑色着色組成物には赤色着色組成
物と同様の黄色顔料を併用することができる。
【００３３】
　青色画素を形成するための青色着色組成物には本発明のＣ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌ
ｕｅ １５：３、１５：４の青色顔料、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ ２３の紫
色顔料の他、適宜他の顔料を組み合わせて用いることもできる。
【００３４】
　また、上記有機顔料と組み合わせて、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布性、
感度、現像性等を確保するために、耐液晶性を低下させない範囲内で無機顔料を組み合わ
せて用いることも可能である。無機顔料としては、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら（赤色酸化
鉄（ＩＩＩ））、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑等の金属酸化物
粉、金属硫化物粉、金属粉等が挙げられる。さらに、調色のため、耐液晶性、耐熱性を低
下させない範囲内で染料を含有させることができる。
【００３５】
　着色組成物に用いる透明樹脂は、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域におい
て透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂である。透明樹脂に
は、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、および感光性樹脂が含まれる。透明樹脂には、必要に
応じてその前駆体である、放射線照射により硬化して透明樹脂を生成するモノマーもしく



(9) JP 2017-90812 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

はオリゴマーを単独で、または２種以上混合して用いることができる。
【００３６】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩
素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル-酢酸ビニル共
重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、ア
ルキッド樹脂、ポリスチレン、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロー
ス類、ポリエチレン、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。また、熱硬化性
樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹
脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等が挙げられる
。
【００３７】
　感光性樹脂としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する
線状高分子にイソシアネート基、アルデヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を有する（
メタ）アクリル化合物やケイヒ酸を反応させて、（メタ）アクリロイル基、スチリル基等
の光架橋性基を該線状高分子に導入した樹脂が用いられる。また、スチレン-無水マレイ
ン酸共重合物やα-オレフィン-無水マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む線状高分子を
ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基を有する（メタ）アクリル化合物に
よりハーフエステル化したものも用いられる。
【００３８】
　光架橋剤としては重合性モノマーあるいはオリゴマーを用いる。 重合性モノマーおよ
びオリゴマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２
-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β-カルボキシエチル（メタ）アクリレート、
ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６-ヘキサンジオールジ（メタ）ア
クリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタ
エリスリトールトリ（メタ）アクリレート、１，６-ヘキサンジオールジグリシジルエー
テルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリ
レート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレー
ト、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポ
キシ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレ
ート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、
（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレ
ングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ-ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ビニルホルムアミド、
アクリロニトリル等が挙げられる。これらは、単独でまたは２種類以上混合して用いるこ
とができる。
【００３９】
　添加量は塗布性、現像適正を損なわない範囲で多い方が好ましく、着色組成物の全固形
分量を基準として、２０重量％～８０重量％程度、さらに好ましくは５０重量％～７０重
量％程度である。この範囲より添加量が少ないと架橋性が不足し耐液晶性が悪化、この範
囲より添加量が多いと着色組成物の塗布時にムラ、ピンホールが発生しやすくなり塗布性
が著しく悪化、あるいは現像液溶解性が著しく低下し現像適性が不良となってしまう。
【００４０】
　着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化する場合には、光重合開始剤等が添
加される。
　光重合開始剤としては、４-フェノキシジクロロアセトフェノン、４-ｔ-ブチル-ジクロ
ロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１-（４-イソプロピルフェニル）-２-ヒ
ドロキシ-２-メチルプロパン-１-オン、１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、
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２-ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モルフォリノフェニル）-ブタン-１-オン等の
アセトフェノン系化合物、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエ
ーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系
化合物、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４-フェニ
ルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４-ベンゾ
イル-４'-メチルジフェニルサルファイド、３，３'，４，４'-テトラ（ｔ-ブチルパーオ
キシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物、チオキサントン、２-ク
ロルチオキサントン、２-メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，４-
ジイソプロピルチオキサントン、２，４-ジエチルチオキサントン等のチオキサントン系
化合物、２，４，６-トリクロロ-ｓ-トリアジン、２-フェニル-４，６-ビス（トリクロロ
メチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-メトキシフェニル）-４，６-ビス（トリクロロメチル
）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-トリル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン
、２-ピペロニル-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-ビス（トリ
クロロメチル）-６-スチリル-ｓ-トリアジン、２-（ナフト-１-イル）-４，６-ビス（ト
リクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（４-メトキシ-ナフト-１-イル）-４，６-ビス（
トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-トリクロロメチル-（ピペロニル）-６-トリ
アジン、２，４-トリクロロメチル（４'-メトキシスチリル）-６-トリアジン等のトリア
ジン系化合物、１，２-オクタンジオン，１-〔４-（フェニルチオ）-，２-（Ｏ-ベンゾイ
ルオキシム）〕、Ｏ-（アセチル）-Ｎ-（１-フェニル-２-オキソ-２-（４'-メトキシ-ナ
フチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物、ビス（２，４
，６-トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６-トリメチルベ
ンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物、９，１０-フェナン
スレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノン系化合物、ボレート
系化合物、カルバゾール系化合物、イミダゾール系化合物、チタノセン系化合物等が用い
られる。これらの光重合開始剤は１種または２種以上混合して用いることができる。
【００４１】
　光重合開始剤の使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．５～５０重量％が
好ましく、より好ましくは３～３０重量％である。
【００４２】
　さらに、増感剤として、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイソ
プロパノールアミン、４-ジメチルアミノ安息香酸メチル、４-ジメチルアミノ安息香酸エ
チル、４-ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２-ジメチルアミノエチル、４-
ジメチルアミノ安息香酸２-エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ-ジメチルパラトルイジン、４，４'-
ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'-ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノ
ン、４，４'-ビス（エチルメチルアミノ）ベンゾフェノン等のアミン系化合物を併用する
こともできる。これらの増感剤は１種または２種以上混合して用いることができる。
【００４３】
　増感剤の使用量は、光重合開始剤と増感剤の合計量を基準として０．５～６０重量％が
好ましく、より好ましくは３～４０重量％である。
【００４４】
　さらに、着色組成物には、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオールを含有させる
ことができる。
【００４５】
　多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例えば、ヘキサ
ンジチオール、デカンジチオール、１，４-ブタンジオールビスチオプロピオネート、１
，４-ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレート
、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオグリ
コレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパン
トリス（３-メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレー
ト、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプロピオン酸
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トリス（２-ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４-ジメチルメルカプトベンゼン
、２、４、６-トリメルカプト-ｓ-トリアジン、２-（Ｎ，Ｎ-ジブチルアミノ）-４，６-
ジメルカプト-ｓ-トリアジン等が挙げられる。これらの多官能チオールは、１種または２
種以上混合して用いることができる。
【００４６】
　多官能チオールの使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．１～３０重量％
が好ましく、より好ましくは１～２０重量％である。０．１質量％未満では多官能チオー
ルの添加効果が不充分であり、３０質量％を越えると感度が高すぎて逆に解像度が低下す
る。
【００４７】
　また必要に応じ熱架橋剤を加えることもできる。熱架橋剤としては例えばメラミン樹脂
、エポキシ樹脂等が挙げられる。
【００４８】
　メラミン樹脂としては、アルキル化メラミン樹脂（メチル化メラミン樹脂、ブチル化メ
ラミン樹脂など）、混合エーテル化メラミン樹脂等があり、高縮合タイプであっても低縮
合タイプであってもよい。これらは、いずれも単独あるいは２種類以上混合して使用する
ことができる。また、必要に応じて、さらにエポキシ樹脂を混合して使用することもでき
る。
【００４９】
　エポキシ樹脂としては、例えば、グリセロール・ポリグリシジルエーテル、トリメチロ
ールプロパン・ポリグリシジルエーテル、レゾルシン・ジグリシジルエーテル、ネオペン
チルグリコール・ジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオール・ジグリシジルエー
テル、エチレングリコール（ポリエチレングリコール）・ジグリシジルエーテル等がある
。これらについても、単独あるいは２種類以上混合して使用することができる。
【００５０】
　着色組成物は、必要に応じて有機溶剤を含有することができる。有機溶剤としては、例
えばシクロヘキサノン、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセテート、１
-メトキシ-２-プロピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、エチルベ
ンゼン、エチレングリコールジエチルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル-
ｎアミルケトン、プロピレングリコールモノメチルエーテルトルエン、メチルエチルケト
ン、酢酸エチル、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソ
ブチルケトン、石油系溶剤等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いる。
【００５１】
（カラーフィルタ基板の製造方法）
　透明基板上に、上述の感光性を付与した着色組成物（感光性着色組成物）を塗布し、プ
リベークを行う。塗布する手段はスピンコート、ディップコート、ダイコートなどが通常
用いられるが、４０～６０ｃｍ四方程度の透明基板上に、均一な膜厚で塗布可能な方法な
らばこれらに限定されるものではない。プリベークは５０～１２０℃で１０～２０分ほど
実施することが好ましい。塗布膜厚は任意であるが、分光透過率などを考慮すると通常は
プリベーク後の膜厚で２．０～２．５μｍ程度である。感光性着色組成物を透明基板上に
塗布し、着色層を形成した透明基板にパターンマスクを介して露光を行う。光源には通常
の高圧水銀灯などを用いればよい。
　続いて現像を行う。現像液にはアルカリ性水溶液を用いる。アルカリ性水溶液の例とし
ては、炭酸ナトリウム水溶液、炭酸水素ナトリウム水溶液、または両者の混合水溶液、も
しくはそれらに適当な界面活性剤などを加えたものが挙げられる。現像後、水洗、焼成し
て任意の一色の画素が得られる。
　以上の一連の工程を、感光性着色組成物およびパターンマスクを替え、必要な数だけ繰
り返すことで必要な色数が組み合わされた着色パターンすなわち複数色の画素を得ること
ができる。
【００５２】
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＜静電容量方式タッチパネル一体型液晶表示パネル＞
（アレイ基板）
　本発明の静電容量方式タッチパネル一体型液晶表示パネルに用いられるアレイ基板１１
は、透明基板１４Ａ上に、モリブデンやタングステンもしくはその合金等の金属からなる
ゲート線、ゲート電極およびタッチパネル制御用の走査電極１８が配置される。これらを
覆うように酸化ケイ素・窒化ケイ素等からなるゲート絶縁膜（図示せず）が配置されてい
る。ゲート絶縁膜上にはアモルファス・シリコンなどの半導体層（図示せず）が配置され
、更にモリブデンやアルミニウムからなるソース線、ソース電極、ドレイン電極が配置さ
れスイッチング素子（以上図示せず）を形成している。スイッチング素子の上には、ＩＴ
Ｏにより形成された共通電極及び酸化ケイ素・窒化ケイ素等からなる保護層（図示せず）
が配置され、スイッチング素子とコンタクトホールを通じて保護層上の画素電極（図示せ
ず）と接続されている。
【００５３】
（液晶表示パネルの製造方法）
　本発明に係る液晶表示パネル１０は、アレイ基板１１とカラーフィルタ基板１２に配向
膜を塗布した後、ＯＤＦ（Ｏｎｅ　Ｄｒｏｐ　Ｆｉｌｌ）装置（液晶滴下装置）等を用い
て横電解モードの液晶分子を介して貼り合せられている。横電解モードの液晶分子とは、
ＦＦＳ(フィールド・フリンジ・スイッチング)方式やＩＰＳ(イン・プレーン・スイッチ
ング)方式に用いられる誘電率異方性が正の液晶分子が挙げられる。アレイ基板１１によ
る液晶分子の制御により、透過光を調整することにより画像の表示を行う。
【００５４】
（座標検出電極層）
　本実施形態に係る液晶表示パネル１０は、フッ酸等を用いて透明基板１４Ｂのスリミン
グを行った後に、カラーフィルタ基板１２の裏面に少なくとも検出電極２８および電極保
護層２９を含む座標検出電極層２２が配置される（図２参照）。検出電極２８にはＩＴＯ
のような透明電極や銀や銅等の金属配線が用いられるが、抵抗値の観点から金属配線を用
いるのが好ましい。液晶表示パネル１０上にスパッタを用いて銅を成膜した後、エッチン
グにより３～８μｍの導体幅の検出電極２８を１００μｍの間隔で形成する。密着性や反
射率の観点から他の金属や金属酸化物を積層しても良い。検出電極２８形成後、金属配線
の外光による反射を抑えるため、黒色反射抑止層３４をフォトリソグラフィー法、あるい
は黒色樹脂組成物塗布後にアルカリ現像液を用いて透明基板上の黒色樹脂組成物のみ選択
的に除去して形成し、次に金属配線の断線防止の観点から電極保護層２９を形成する。電
極保護層２９はスクリーン印刷を用いて塗布後、オーブンやホットプレートを用いてプリ
ベークを行い、溶剤分を除去する。電極保護層２９の硬化は、露光またはベーク、あるい
はその両者により行う。なお、ベークは１００～１５０℃の液晶表示パネルに影響を及ぼ
さない範囲で行う。電極保護層２９上に偏光板１３Ｂを貼り合せて液晶表示パネル１０を
形成後、カバーガラス基板３１と粘着剤３０を介して貼り合せを行う。
【００５５】
（黒色反射抑止層）
　本発明の黒色反射抑止層３４の黒色樹脂組成物に用いられる黒色顔料（Ａ）としては、
カーボンブラック、黒鉛、アニリンブラックおよびシアニンブラックなどの有機顔料、酸
化チタン、窒化チタン、酸化鉄などの無機顔料が挙げられるが、遮光性に優れたカーボン
ブラックが特に好ましい。
【００５６】
　黒色顔料の含有量としては、黒色樹脂組成物の固形分中４～６０重量％であることが好
ましく、より好ましくは１０～５５重量％の範囲である。黒色顔料の含有量が４重量％以
下である場合、十分な黒色を得ることができず、下地の金属層の反射が大きく視認性を低
下させるため実用に向かない。一方、黒色顔料の含有量が６０重量％以上である場合、パ
ターンの直線性や膜表面形状が悪化しやすくなる。
【００５７】
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　光重合性モノマーとしては、例えば、エチレングリコール（メタ）アクリレート、ジエ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジ（メタ
）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ
）アクリレート、グリセリントリ（メタ）アクリレート、グリセリンテトラ（メタ）アク
リレート、テトラトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリト
ールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メ
タ）アクリレート等が挙げられ、これらの成分は単独又は混合物として使用される。また
、各種変性（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート等を用いることも可能
である。この中でも、ポストベーク工程における線幅シフト量を抑えることができる５官
能／６官能モノマー、具体的にはジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートが好適に用いられる。
【００５８】
　光重合性モノマーの含有量としては、黒色樹脂組成物の固形分中５～２０重量％である
ことが好ましく、より好ましくは１０～１５重量％の範囲である。光重合性モノマーの含
有量がこの範囲である場合、黒色樹脂組成物の感度、現像速度を生産上好適な水準に調整
することができる。光重合性モノマーの含有量が５重量％以下である場合、黒色樹脂組成
物の感度が不足する。一方、光重合性モノマーの含有量が２０重量％以上である場合、パ
ターンの直線性が悪化し、逆テーパー形状になりやすくなる。
【００５９】
　バインダー樹脂としては、アクリル酸、メタクリル酸、メチルアクリレート、メチルメ
タクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチ
ルメタクリレートなどのアルキルアクリレートまたはアルキルメタクリレート、環状のシ
クロヘキシルアクリレートまたはメタクリレート、ヒドロキシエチルアクリレートまたは
メタクリレート、スチレンなどの内から３～５種類程度のモノマーを用いて合成した、分
子量２０００～１００００程度の樹脂を好ましく用いることができる。
【００６０】
　また、アクリル系樹脂の一部に不飽和二重結合を付加させた樹脂として、上記のアクリ
ル樹脂、イソシアネート基と少なくとも１個以上のビニル基を有するイソシアネートエチ
ルアクリレート、メタクリロイルイソシアネートなどの化合物を反応させて得られる、酸
価５０～１５０の感光性共重合体が、耐熱性、現像性等の点から好ましく使用できる。更
に、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂、ノボラック型
エポキシ樹脂、ポリカルボン酸グリシジルエステル、ポリオールポリグリシジルエステル
、脂肪族又は脂環式エポキシ樹脂、アミンエポキシ樹脂、トリフェノールメタン型エポキ
シ樹脂、ジヒドロキシベンゼン型エポキシ樹脂などのエポキシ樹脂と（メタ）アクリル酸
を反応させて得られるエポキシ（メタ）アクリレート等の通常の光重合可能な樹脂等やカ
ルド樹脂も使用できる。
【００６１】
　光重合開始剤としては従来公知の化合物を適宜使用することが出来るが、光を透過しな
い黒色樹脂組成物に用いた際にも高感度化を達成することが出来るオキシムエステル化合
物を用いることが好ましい。
【００６２】
　前記オキシムエステル系化合物としてはＩｒｇａｃｕｒｅＯＸＥ０１、Ｉｒｇａｃｕｒ
ｅＯＸＥ０２（商品名、共にＢＡＳＦジャパン社製）、ＮＣＩ－８３１（商品名、ＡＤＥ
ＫＡ社製）等が挙げられる。
【００６３】
　光重合開始剤の含有量は、前記黒色樹脂組成物の固形分中０．５～２０重量％であるこ
とが好ましく、より好ましくは０．５～１５重量％の範囲である。光重合開始剤の含有量
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が０．５重量％以下である場合、黒色樹脂組成物の感度が不足する。一方、光重合開始剤
の含有量が２０重量％以上である場合、パターン線幅が太りすぎてしまう。
【００６４】
　本発明の黒色樹脂組成物には、上記オキシムエステル系化合物と共に、他の光重合開始
剤を併用することができる。他の光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセト
フェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－
（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－
ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１[４－（メチルチオ）フェニ
ル]－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－
（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系化合物、ベンゾ
イン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピル
エーテル、ベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物、ベンゾフェノン、ベンゾ
イル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベ
ンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサ
ルファイド、３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフ
ェノン等のベンゾフェノン系化合物、チオキサントン、２－クロルチオキサントン、２－
メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサ
ントン、２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキサントン系化合物、２，４，６－ト
リクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－ト
リアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－ト
リアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（
トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イ
ル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル
－（ピペロニル）－６－トリアジン、２，４－トリクロロメチル（４’－メトキシスチリ
ル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合物、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイ
ル）フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホス
フィンオキサイド等のホスフィン系化合物、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファ
ーキノン、エチルアントラキノン等のキノン系化合物、ボレート系化合物、カルバゾール
系化合物、イミダゾール系化合物、チタノセン系化合物等が用いられる。これらの光重合
開始剤は１種または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いることができる。他
の光重合開始剤の含有量は、前記黒色樹脂組成物の固形分中０．１～１重量％であること
が好ましく、より好ましくは０．２～０．５重量％の範囲である。
【００６５】
　溶剤としては、メタノール、エタノール、エチルセロソルブ、エチルセロソルブアセテ
ート、ジグライム、シクロヘキサノン、エチルベンゼン、キシレン、酢酸イソアミル、酢
酸nアミル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノメチ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノメ
チルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチ
レングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、トリエチレングリコール、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールモノエチルエーテ
ル、トリエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、液体ポリエチレングリコー
ル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルモノエチルエーテルアセテート、乳酸エステル、エチルエトキシプロピオネートなどが
挙げられる。
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【００６６】
（その他添加剤）
　本発明の黒色樹脂組成物には、さらに塗布性を向上させるための界面活性剤、基板との
密着性を向上させるためにシランカップリング剤、チオール化合物、重合禁止剤等を併用
することができる。
【００６７】
　上記界面活性剤としては、パーフルオロアルキルリン酸エステル、パーフルオロアルキ
ルカルボン酸塩等のフッ素界面活性剤、高級脂肪酸アルカリ塩、アルキルスルホン酸塩、
アルキル硫酸塩等のアニオン系界面活性剤、高級アミンハロゲン酸塩、第四級アンモニウ
ム塩等のカチオン系界面活性剤、ポリエチレングリコールアルキルエーテル、ポリエチレ
ングリコール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセリド等の非
イオン界面活性剤、両性界面活性剤、シリコーン系界面活性剤等の界面活性剤を用いるこ
とができ、これらは組み合わせて用いてもよい。
【００６８】
　シランカップリング剤は、黒色樹脂組成物の固形分比率０．１～１０重量％であること
が良く、好ましくは０．２～５重量％が良い。アルコキシシリル基、シラノール基、シラ
ノール縮合基等の量が多すぎると、フォトリソパターニングに際にガラス面に黒色樹脂組
成物の現像残渣が発生してしまう。シランカップリング剤としては、ビニルトリメトキシ
シラン、ビニルトリエトキシシラン等のビニルシラン類、２－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルジメトキシシラン等の
エポキシシラン類、３－メタクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－メタクリ
ロキシプロピルトリメトキシシラン等のメタクリルシラン類、Ｎ－２－（アミノエチル）
－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシラン
、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルトリメトキシシラン類等のアミノシラン類、３－メ
ルカプトプロピルメチルジメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン
等のメルカプトシラン類、３－イソシアネートプロピルトリエトキシシラン等のイソシア
ネートシラン類等が挙げられる。
【００６９】
　重合禁止剤としては、黒色樹脂組成物及びアルカリ現像液との相溶性に優れ、露光感度
の水準そのものへの影響が軽微なハイドロキノン系の重合禁止剤が好適に用いられる。具
体的には、ハイドロキノン、ｔｅｒｔ‐ブチルハイドロキノン、２，５‐ビス（１，１‐
ジメチルブチル）ハイドロキノン、２，５‐ビス（１，１，３，３‐テトラメチルブチル
）ハイドロキノン等が用いられる。その他、カテコール、ｔｅｒｔ‐ブチルカテコールと
いったカテコール系の重合禁止剤を用いることも可能である。重合禁止剤を添加すること
により、近接露光方式で細線を形成する際の障壁となる回折光起因の線幅太りを大幅に抑
制することが可能である。また、回折光の影響を受けにくいことからパターンエッジの硬
化性に優れ、現像ばらつきに対する線幅変化を低減することができる。重合禁止剤の添加
量は、前記黒色樹脂組成物の固形分中０．０１～０．５重量％であることが好ましく、よ
り好ましくは０．０２～０．１５重量％の範囲である。前述した光ラジカル重合開始剤の
効果と重合禁止剤の効果を組み合わせることにより、線幅５μｍ以下のパターンを精度よ
く形成することが可能になる。
【００７０】
　多官能チオールは、光重合開始剤とともに使用した場合、光照射後のラジカル重合過程
において、連鎖移動剤として働き、酸素による重合阻害を受け難いチイルラジカルを発生
する。従って、多官能チオールを更に含有させると、黒色樹脂組成物はより高感度となる
。特に、ＳＨ基がメチレン及びエチレン基等の脂肪族基に結合した多官能脂肪族チオール
が好ましい。脂肪族基に結合した多官能脂肪族チオールとしては、例えば、ヘキサンジチ
オール、デカンジチオール、１，４－ブタンジオールビスチオプロピオネート、１，４－
ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレート、エチ
レングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオグリコレー
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ト、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリス
（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレート、ペ
ンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプロピオン酸トリス
（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４－ジメチルメルカプトベンゼン、２
、４、６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン及び２－（Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノ）－４，
６－ジメルカプト－ｓ－トリアジンなどが挙げられる。これらの中では、エチレングリコ
ールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート及びペ
ンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネートが好ましい。これら多官能チオールは
、１種を単独で又は２種以上を混合して用いることができる。
【００７１】
　多官能チオールの含有量は、連鎖移動剤としての効果を充分に発揮し、現像性及び密着
性等を損なわないように定められる。多官能チオールの含有量は、前記黒色樹脂組成物の
固形分中０．５～５．０重量％であることが好ましく、より好ましくは１．０～３．０重
量％の範囲である。
【００７２】
（黒色反射抑止層の製造方法）
　黒色反射抑止層３４の形成は以下のようにして行う。基板に、スプレーコートやスピン
コート、スリットコート、ロールコート等の塗布方法により、前記黒色樹脂組成物の塗膜
を形成する。
【００７３】
　減圧乾燥、プレベーク処理により塗膜中の残留溶剤を除去した後、所定のパターンを有
するフォトマスクを介して露光する。露光光源としては、超高圧水銀灯、高圧水銀灯、キ
セノン灯、アーク灯、ＬＥＤ－ＵＶ等従来公知の光源を用いることができる。
【００７４】
　次に、アルカリ性水溶液からなる現像液を用いて現像を行う。このアルカリ性水溶液か
らなる現像液の例としては、炭酸カリウム水溶液、炭酸ナトリウム水溶液、または炭酸水
素ナトリウム水溶液、さらに、これらの水溶液に適当な界面活性剤などを加えたものが挙
げられる。現像後、水洗、乾燥してベークすることにより、所定のパターンを形成した基
板を得ることができる。
【００７５】
　なお、前記露光は必ずしも必要は無く、露光を省略し前記現像のみを行うことで、金属
配線上に選択的に黒色パターンを得ることも出来る。
【００７６】
　形成する黒色反射抑止層３４の膜厚としては、１．０～２．０μｍであることが好まし
い。膜厚が１．０μｍ未満である場合、本来の機能である反射抑止性が不足してしまう。
膜厚が２．０μｍより大きい場合、パターニング性の点から線幅バラつきが悪化してしま
う。
　黒色反射抑止層３４の反射率は、観察者の視認性を配慮して、５％以下とすることが望
ましい。
【００７７】
（電極保護層）
　本発明に用いられる電極保護層２９は、少なくとも光重合開始剤、重合性多官能モノマ
ー、シランカップリング剤を含有する透明樹脂組成物からなり、必要に応じて樹脂や添加
剤を含むことができる。
【００７８】
　本発明の電極保護層２９に用いる光重合開始剤（Ｆ）としては、４-フェノキシジクロ
ロアセトフェノン、４-ｔ-ブチル-ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン
、１-（４-イソプロピルフェニル）-２-ヒドロキシ-２-メチルプロパン-１-オン、１-ヒ
ドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２-ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モル
フォリノフェニル）-ブタン-１-オン等のアセトフェノン系化合物、ベンゾイン、ベンゾ
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インメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベ
ンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸
、ベンゾイル安息香酸メチル、４-フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン
、アクリル化ベンゾフェノン、４-ベンゾイル-４'-メチルジフェニルサルファイド、３，
３'，４，４'-テトラ（ｔ-ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェ
ノン系化合物、チオキサントン、２-クロルチオキサントン、２-メチルチオキサントン、
イソプロピルチオキサントン、２，４-ジイソプロピルチオキサントン、２，４-ジエチル
チオキサントン等のチオキサントン系化合物、２，４，６-トリクロロ-ｓ-トリアジン、
２-フェニル-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-メトキシフェ
ニル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-トリル）-４，６-ビ
ス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-ピペロニル-４，６-ビス（トリクロロメチ
ル）-ｓ-トリアジン、２，４-ビス（トリクロロメチル）-６-スチリル-ｓ-トリアジン、
２-（ナフト-１-イル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（４-メ
トキシ-ナフト-１-イル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-ト
リクロロメチル-（ピペロニル）-６-トリアジン、２，４-トリクロロメチル（４'-メトキ
シスチリル）-６-トリアジン等のトリアジン系化合物、１，２-オクタンジオン，１-〔４
-（フェニルチオ）-，２-（Ｏ-ベンゾイルオキシム）〕、Ｏ-（アセチル）-Ｎ-（１-フェ
ニル-２-オキソ-２-（４'-メトキシ-ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオ
キシムエステル系化合物、ビス（２，４，６-トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィ
ンオキサイド、２，４，６-トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等の
ホスフィン系化合物、９，１０-フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアン
トラキノン等のキノン系化合物、ボレート系化合物、カルバゾール系化合物、イミダゾー
ル系化合物、チタノセン系化合物等が用いられるが、透過率と硬化性の観点から、アセト
フェノン系化合物やホスフィン系化合物が好ましい。
【００７９】
　光重合開始剤の使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．５～５０重量％が
好ましく、より好ましくは３～３０重量％である。
【００８０】
　電極保護層２９に用いる重合性多官能モノマーとして、メチル（メタ）アクリレート、
エチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキ
シプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β-カルボキ
シエチル（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６
-ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパント
リ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、１，６-ヘ
キサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリ
シジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル
ジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシ
クロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（
メタ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペン
タエリスリトールヘキサアクリレート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステ
ルおよびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキ
シエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトール
トリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ヒドロキシメチル（メタ）アクリル
アミド、Ｎ-ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。これらは、単独で
または２種類以上混合して用いることができる。
【００８１】
　酸価調整の観点から、重合性多官能モノマーとして少なくとも一種類が、カルボキシル
基を含有することが好ましい。カルボキシル基を含有する重合性多官能モノマーとしては
、アロニックスＭ－５３００、Ｍ－５４００、Ｍ－５１０、Ｍ－５２０（以上、東亞合成
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社製）、ＮＫエステルＡ-ＳＡ（新中村化学社製）等が挙げられる。
【００８２】
　本発明の電極保護層２９には、密着性付与剤としてシランカップリング剤が添加される
。本発明に使用できるシランカップリング剤としては、ＫＢＭ-３０３、ＫＢＭ-４０２、
ＫＢＭ-４０３、ＫＢＥ-４０２、ＫＢＥ-４０３、ＫＢＭ-５０２、ＫＢＭ-５０３、ＫＢ
Ｅ-５０２、ＫＢＥ-５０３、ＫＢＭ-５１０３、ＫＢＭ-８０２、ＫＢＭ-８０３、ＫＢＥ-
９００７（以上、信越シリコーン社製）、Ｚ-６０１１、Ｚ-６０２０、Ｚ-６０３０、Ｚ-
６０４０、Ｚ-６０４３、Ｚ-６０９４、Ｚ-６５１９（以上、東レダウコーニング社製）
等が挙げられる。シランカップリング剤は、透明樹脂組成物全量を基準として、０．１～
３０重量％以下の量で含有させることができる。
【００８３】
　透明樹脂組成物の酸価として０．５乃至２．０ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好ましい。
酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇより低いと、極性の水酸基を持つ透明基板１４Ｂとの十分な
密着力が十分得られず、酸価が２．０ｍｇＫＯＨ／ｇよりも高いと透明樹脂組成物の安定
性や電極の腐食を起こすことが考えられる。尚、酸価の測定にはビュレットと指示薬を用
いた滴定法が用いられる。
【００８４】
（カバーガラス）
　本発明に用いられるカバーガラス３１は、最表面となる透明な前面板であり、使用者に
よってタッチされる部材であり、液晶表示パネル１０と粘着層３０を介して貼り合せられ
る。カバーガラス３１には、加飾層３２やガラス表面に樹脂材料からなる飛散防止層３３
を備えることができる。
【００８５】
（加飾層）
　加飾層３２は、１層以上の層から形成され、画像表示装置にデザイン性を付与すると共
に、静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル１００の周縁部に設けられる
配線を隠す役割を果たす。好ましくは顔料で形成された遮光層は可視光を吸収する材料を
用いてカバーガラス３１の一方の面に形成される。図１では、加飾層３２が最表面の飛散
防止層３３側に形成された場合を例示している。加飾層３２の形成方法としては、フォト
リソ、スクリーン印刷などから選択できる。
【００８６】
　図１に示す本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル１００は図
示しないバックライトでアレイ基板１１側から照明される。液晶表示パネル１０に表示さ
れた画像は、カバーガラス３１に形成された加飾層３２の内側の表示領域を介して視認さ
れ、座標検出電極層２２により構成されるタッチパネルセンサーにより操作することがで
きる。なお、本発明の静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル１００は、
実施形態として１つの構成のみ説明したものであり、その細部は上述した実施形態に限定
されず、種々の変形が可能であり、これらの構造に限定されるわけではない。例えば、座
標検出電極層２２に走査電極と検出電極の両方を形成した後、電極保護層２９を形成して
もよい。
【００８７】
（検出電極）
　座標検出電極層２２の構成要素である検出電極２８を形成する金属は、銅あるいは銅合
金である。銅の薄膜や銅合金の薄膜の場合、検出電極２８の膜厚を１００ｎｍ以上、ある
いは１５０ｎｍ以上とすると、検出電極２８は、可視光をほとんど透過しなくなる。した
がって、本実施形態に関わる金属配線は、検出電極２８の膜厚が例えば１００ｎｍ～３０
０ｎｍ程度であれば十分な遮光性を得ることができる。
　検出電極２８は、アルカリ耐性のある金属層を好適に使用できる。アルカリ耐性が必要
な場合は、例えば、後工程でアルカリ現像液を用いる現像工程がある場合である。具体的
には、例えばカラーフィルタや、ブラックマトリクスなどを形成する場合などである。金
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属配線に端子部を形成する場合にも、アルカリ耐性が必要性である。なお、クロムはアル
カリ耐性があり、検出電極２８として適用できる。しかし、抵抗値が大きく、製造工程で
生じるクロムイオンが有害であり、実際の生産への適用は難しい。一方、銅や銅合金は導
電性が良好であるので、検出電極２８として望ましい。
　検出電極２８は、銅合金として３原子組成百分率（以下at％と表記する）以下の合金元
素を含有させることができる。合金元素は、マグネシウム、カルシウム、チタン、モリブ
デン、インジウム、錫、亜鉛、アルミニウム、ベリリウム、ニッケルから1以上の元素を
選択できる。銅の合金化は、銅の拡散を抑え銅合金として耐熱性などを改善できる。３at
％以上の合金元素の添加は、検出電極２８の抵抗値を大きくする。検出電極２８の抵抗値
が高くなると、タッチ検出に関わる駆動電圧の波形なまりや信号遅延を生じるため、好ま
しくない。
【００８８】
（接着層）
　インジウムを含む接着層３５の役割は、おもにカラーフィルタ基板１２と検出電極２８
の密着性の向上である。銅、銅合金、あるいはこれらの酸化物、窒化物は、ガラスなど透
明基板や黒色色材の分散体である黒色層との密着性が一般的に悪く、その界面で剥がれを
生じる問題がある。加えて、銅、銅合金、あるいはこれらの酸化物、窒化物は、通常電気
的な接続が不安定で信頼性に欠ける。たとえば、銅表面に経時的に形成される酸化銅や硫
化銅は絶縁体に近く、電気的な接続に問題を生じる。
【００８９】
　インジウムを含む接着層３５は、インジウムを含む導電性の金属酸化物、あるいは、銅
に対して金属インジウムを０．５ａｔ％～４０．０ａｔ％含む銅インジウム合金から選択
できる。銅インジウム合金中のインジウムを増やすことにより、接着層３５の表面に形成
されやすい酸化銅の形成を抑制し、電気的なコンタクトを容易とすることができる。銅イ
ンジウム合金の場合、金属インジウムを４０．０ａｔ％以上含む合金であっても良いが、
インジウムは高価であるため、多く含有させることは経済的理由で好ましくない。また、
金属インジウムを４０．０ａｔ％以下とすると５００℃までの耐熱性を持つため、アレイ
基板の金属配線として用いることができる。インジウムは銅より原子量が大きく、かつ、
銅より酸素と結びつき易く銅インジウム合金の表面は銅酸化物よりインジウム酸化物を形
成しやすい。銅インジウム合金は、銅単体であるときの問題である銅の拡散、ボイド形成
、ブリッジ形成などを抑制できる。
　インジウムを含む導電性の金属酸化物には、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄ
ｅ）と呼称される酸化インジウムと酸化錫の混合酸化物、また、酸化インジウムと酸化亜
鉛の混合酸化物を用いることができる。これら金属酸化物に限定する必要なく、酸化チタ
ン、酸化ジルコニウム、酸化ハフニウム、酸化セリウムなど他の金属酸化物を少量、さら
に添加した混合酸化物であっても良い。ここで「インジウムを含む」とは、混合酸化物の
場合、その混合酸化物表面の電気的コンタクト、すなわち電気的な接続を考慮して、混合
酸化物中の酸化インジウムを５１ｗｔ％～９９ｗｔ％含有させることを指す。
　インジウムは金属としても、酸化物としてもカラーフィルタの基材であるアクリル樹脂
などの樹脂、ガラスなどの透明基板、あるいは酸化ケイ素や室化ケイ素などの無機膜との
密者性を大きく改善できるため、銅や銅合金の金属層と、黒色層、あるいは透明基板や無
機絶縁層との界面に接着層として用いることができる。
　インジウムを含む接着層はスパッタリングなどの手法で成膜できる。インジウムを含む
接着層を成膜する場合、スパッタリング時にアルゴンのほか酸素ガスを導入して成膜でき
る。
【実施例】
【００９０】
　以下に、本発明の静電容量式タッチパネル一体型液晶表示パネルに使用するカラーフィ
ルタ基板と同じ構成のサンプルを作製し、その反射率、鉛筆硬度および耐衝撃性について
評価した実施例について説明するが、本発明はこれらの例によって限定されるものではな
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い。
［金属配線パターンの作製］
　透明基板として、カラーフィルタ基板に用いるガラス基板を使用して、そのガラス基板
上にスパッタリングなどの成膜装置で、インジウムを含む接着層と金属電極層を連続成膜
した。インジウムを含む接着層には、ＩＴＯと呼称される透明導電膜を用い、２０ｎｍの
膜厚で形成した。金属電極層には、銅３００ｎｍの膜厚で形成した。
　インジウムを含む接着層と金属電極層の成膜後、周知のフォトリソグラフィの手法でイ
ンジウムを含む接着層と金属電極層を配線のパターンに加工した。
　金属電極層の上にフォトレジスト層を形成後のウエットエッチングは、燐酸と塩化第二
鉄の混酸を用いた。エッチング後、フォトレジストはアルカリ水溶液で剥膜した。
［黒色樹脂組成物の調整］
　下記組成混合物をよく攪拌し、黒色樹脂組成物を得た。
　ビスフェノールフルオレン型エポキシ樹脂（新日鐵化学社製「Ｖ２５９－ＭＥ」）  ７
．０％
　ジペンタエリスリトールペンタ／ヘキサアクリレート混合物（日本化薬社製「ＫＡＹＡ
ＲＡＤ ＤＰＨＡ」）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ２．２％
　光重合開始剤（ＡＤＥＫＡ社製「ＮＣＩ－８３１）　　　　　　　　　　　０．７％
　カーボンブラック分散液(御国色素社製「ＡＢＫ－２０１５」)　　　　　４３．９％
　重合禁止剤（和光純薬工業社製「メチルハイドロキノン」）　　　　　  ０．０１％
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　４６．２％
【００９１】
[透明樹脂組成物の調整]
　下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過すること
により透明樹脂組成物を得た。
　Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）         　　　　 １０％
　Ｕ－６ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）             　　　　 ５０％
　アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)　　　　　　　１５％
　アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)     　　　　 　５％
　ＵＳ－ＴＤ－１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／
ｇ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
　ＫＢＭ－５０３（信越化学社製シランカップリング剤）           　　　　 １０％
　ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）       　　　　　 ３％
　ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製　変性ウレア増粘剤）　　　　  ２％
【００９２】
　本発明の実施例および比較例に用いる膜構成を表１に示す。
【表１】

【００９３】
[金属配線パターンの評価方法]
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（反射率）
　顕微分光測定装置（大塚電子社製「ＬＣＦ‐１１００）を用いて、配線パターンや各膜
を形成したガラス基板の反射率を測定した。測定はアルミニウムをリファレンスとして、
Ｄ６５光源を用いて測定した。反射率が５％以下で金属が視認されないものを○、反射率
が５％以上で視認されるものを×と評価した。
（鉛筆硬度）
　「ＪＩＳ　Ｋ　５６００　塗料一般試験方法」に準じて、引っかき硬度（鉛筆法）を実
施し、配線パターンや各膜を形成したガラス基板の鉛筆硬度を測定した。
【００９４】
（耐衝撃試験）
　配線パターンや各膜を形成したガラス基板上に、高さ３０ｃｍから重量３０ｇの鋼球を
落下させ、試験後に導通検査機（ミヤチシステムズ社製ＦＰμ－３６００）を用いて導通
確認を実施した。その結果、導通確認できたものを、耐衝撃性良好として○、断線を確認
したものを耐衝撃性不良として×と判定した。
【００９５】
［実施例１］
　まず、金属配線パターンのあるガラス基板（コーニング社製「ＥＡＧＬＥ　ＸＧ」）上
にスピンコート法により、黒色樹脂組成物の塗膜を形成した。塗膜形成後、９０℃のホッ
トプレートで１分間プリベークした。次に、開口幅が６μｍのフォトマスクを介し、超高
圧水銀ランプ（照度２６ｍＷ/ｃｍ２）を用いて黒色感光性樹脂組成物の塗膜に紫外光を
照射した。露光後、２．５重量％炭酸ナトリウム水溶液で現像し、金属配線上に黒色反射
抑止層を形成した。
　次に上記透明樹脂組成物を用いて、上記金属配線上に黒色反射抑止層を形成したガラス
基板上に、スクリーン印刷版（メッシュ５００、乳剤厚１０μｍ、紗厚２０μｍ）を用い
てスクリーン印刷にて透明樹脂組成物を塗布した。次に、オーブンにて９０℃２０分間プ
リベークを行って溶剤分を除去し、高圧水銀灯(アイグラフィックス社製コンベアＵＶ照
射装置)にて１J／ｃｍ２の露光を行った。オーブンにて１２０℃３０分間焼成を行い、ガ
ラス基板上に電極保護層を膜厚４μｍにて形成した。電極保護層は前記金属配線パターン
の評価方法に従い、評価を実施した。
【００９６】
［実施例２］
　高圧水銀灯(アイグラフィックス社製コンベアＵＶ照射装置)にて５J／ｃｍ２の露光を
行った以外は、実施例１と同様に実施し、評価した。
【００９７】
［比較例１］
　金属配線パターンのあるガラス基板（コーニング社製「ＥＡＧＬＥ　ＸＧ」）を実施例
１に記載した評価方法に従い、評価を実施した。
【００９８】
［比較例２］
　電極保護層を形成しなかった以外は、実施例１と同様に実施し、評価した。
【００９９】
［比較例３］
　高圧水銀灯(アイグラフィックス社製コンベアＵＶ照射装置)にて０．５J／ｃｍ２の露
光を行った以外は、実施例１と同様に実施し、評価した。
【０１００】
　表２に実施例１～２および比較例１～３の評価結果を示す。
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【表２】

【０１０１】
　表２の結果より、金属配線に黒色反射抑止層と４Ｈ以上の鉛筆硬度を持つ電極保護層を
積層することにより、金属の外光反射を抑え、耐衝撃性に優れた液晶表示パネルを歩留り
良く形成することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明は、携帯電話機や、携帯情報端末などの電子機器用の座標検出機能付き画像表示
装置（座標検出手段を備えた画像表示装置）として利用することができる。
【符号の説明】
【０１０３】
１０、１０－１：液晶表示パネル
１１：アレイ基板
１２、１２－１：カラーフィルタ基板
１３Ａ、１３Ｂ：偏光板
１４Ａ、１４Ｂ：透明基板
１５：ＴＦＴ層
１６：液晶層
１７：着色画素層
１８：走査電極
２０、２０－１：タッチパネルセンサー
２１：透明基板
２２、２２－１：座標検出電極層
２３：透明電極
２４：ジャンパ配線
２５：絶縁膜
２６：金属配線
２７：絶縁保護膜
２８：検出電極
２９：電極保護層
３０、３０Ａ、３０Ｂ：粘着層
３１：カバーガラス
３２：加飾層
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３３：飛散防止層
３４：黒色反射抑止層
３５：接着層
１００：静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネル
１０１：静電容量式タッチパネルセンサーを備えた液晶表示パネル

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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